
　11月８、９日の両日文化祭が開催されました。１日目は、合
唱コンクールと吹奏楽部の演奏など団体発表が行われました。２
日目は、農産物の販売や食品バザー、企画展示などが行われたく
さんの皆さんにご来場いただきました。また PTAの皆さんにも
食品バザー (カレー ) でご協力いただきました。穏やかな秋晴れ
にも恵まれ思い出に残る文化祭となりました。来年も多くの皆様
のご来場をお待ちしております。

　11 月 15 日、長距離走大会が開催されま
した。沿道の町民の皆さんからも多くの声
援を頂戴しました。また生徒の安全確保と
激励のためたくさんの保護者の皆様に沿道
に立っていただきました。ゴールの後は、
保護者の皆さんより手作りの豚汁を振舞っ
ていただきました。矢部高校が、地域の皆
様に応援いただき支えられていることを実
感した１日でした。

　日本拳法部は、「第 16 回熊本県高等学校
日本拳法新人大会兼第24回全国高等学校選
抜大会予選会」において団体戦で優勝、個
人戦でも栗屋君が優勝、有住君が準優勝を
果たしました。さらに宮田君は、最優秀選
手賞を受賞しました。
　大阪で３月に開催される全国選抜大会に
出場します。

　矢部高校ホームページでは学校生活の様子を掲載しています。また、Facebook、Twitter も随時更新し
ています。是非ご覧ください。
矢部高校ホームページ　http:/sh.higo.ed.jp/yabesh/　Facebook @yabe.highschool
　　　　　　　　　　　Twitter @yabehighschool

  弾けろ青春　今しかないこの瞬間をつかみとれ　～文化祭～

  長距離走大会　　優勝　仁田水君・佐藤さん

  日本拳法部　全国大会出場決定

熊本県立矢部高等学校 〒861-3515
上益城郡山都町城平954番地
電話：72-0024　fax：73-1030
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優勝　　仁田水竜太 ( 蘇陽 )　　　佐藤　このは ( 御船 )
2 位　　飯星　優冴 ( 矢部 )　　　野口　凜々花 ( 矢部 )
3 位　　藤永　夏輝 ( 矢部 )　　　太田　愛菜 ( 五ヶ瀬 )

写真左から
興梠　泰雅（蘇陽）
宮田　勝永（東野）
栗屋　吉彦（蘇陽）
山田　　澪（砥用）
有住　宇宙（砥用）
田中　花奈（矢部）

『山都町　  × S
エスディージーズ

DGs』　vol.7 ～ ゴール 11 ～

問合せ先　　企画政策課　　☎ 72-1214

ゴール11…『持続可能なまちと地域社会』
まちや人びとが住んでいるところを、だれもが受け入れられ、安全で、災害に強く、
持続可能な場所にする

★目標 11を達成するために、世界の国々が合意したこと
　・すべての人が安全で住みやすい家や必要なサービスを得られるようにします。
　・環境を破壊せず、特に子どもや女性、弱い立場にある人たちにとって、安全で使いやすい公共
交通機関（電車やバスなど）をつくります。

　・自分たちのまちをより良くするための話し合いや計画づくりに、地域の人々が参加できるよう
にします。

　・災害に強いまちと地域をつくります。　　　※セーブ・ザ・チルドレン『私たちが目指す世界』より引用

矢部高等学校の取り組み　『山都町の棚田復興を目指して』
★山都町白糸地区の現地視察と復旧活動への参加★
　矢部高校では、熊本地震と６月豪雨災害により甚大な被害を受けた棚田の復興ボランティアに参
加され、被害を受けた棚田に沿う井手「通潤用水」の泥の除去と清掃活動を行われました。高校生
自身、自分たちの活動が地域の力になっていることを実感されたそうです。
★通潤橋関連施設の景観美化活動★
　熊本地震後は観光客が減少しているため、少しでも町を訪れる人を増やすために、矢部高校で栽培
されているペチュニアやマリーゴールドを各所に設置することで景観美化にも取り組まれています。

（問合せ先：矢部高校 72-0024）
　ゴール　　　　　　　　　　に関連する取り組みです。

地域の取り組み『やまとが輝く 28の未来図の更新』
　自分たちの地域をより良くするため、地域の人々の参加によりワークショップを開催しています。
　第１回目では、できたことやできなかったことについて、これまでの未来図を振り返り、第２回
目では、これから地域でチャレンジしたいことや、必要な取り組みについて考えています。

山都町はSDGs「持続可能な開発目標」に取り組みます!

「どんどや、子ども相撲等昔からある取り組みはこれからも続けて
いきたい」
「自主防災組織の活動として、地域の防災マップを作りたい」
「フットパスコースを整備して町並みをきれいにしたい」
「スマートフォンの操作方法がわからない」
「区役活動を維持するのが難しくなってきている」
「他の自治振興区ではどんな取り組みをされているのか知りたい」
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